
二冥

報

第
ニ
ニ
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二
二
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
二

・
三
日

の
両
日
に
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、　
一

六
九
人
の
個
人
会
員
、
三
団
体
の
団
体
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
別
室

に
は
、
平
城
官
跡

・
飛
鳥
池
遺
跡

（以
上
、
奈
文
研
）
、
平
城
京
跡

（奈
良
市

教
委
。
墨
書
石

一
点
を
含
む
）
、
宮
町
遺
跡

（信
楽
町
教
委
）
出
土
木
簡
と
、

事
例
報
告
に
関
連
し
て
、
長
岡
京
東
院
跡

（向
日
市
教
委
）
、
西
河
原
森
ノ
内

遺
跡

（中
主
町
教
委
）
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
展
示
さ
れ
、
併
せ
て
新
宮
神
社

出
土
木
簡

（滋
賀
県
教
委
）
な
ど
の
写
真
も
出
展
さ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
二
日

（土
）
盆

〓
一時
―

一
八
時
）

佐
藤
宗
諄
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
総
会
と
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

第
二
二
回
総
会

（議
長
　
熊
田
亮
介
氏
）

会
務
報
告

（舘
野
和
己
委
員
）

ハ否
只
の
状
況

（個
人
会
員
三
二
三
名
、
海
外
会
員
三
名
、
団
体
会
員
四
団
体
、
二
〇

〇
一
年
度
新
入
会
員

一
六
名
）、
学
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
図
録

『日
本
古
代
木
簡
選
』
の
続
編
の
編
集
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
京
奈
和
自
動
車

道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
の
問
題
で
、
六
月
九
日
に
こ
の
計
画
の
白
紙
撤

回
を
求
め
る
委
員
会
声
明
を
採
択
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

編
集
報
告

（西
山
良
平
委
員
）

『木
簡
研
究
』
第
二
二
号
の
編
集
経
過
と
内
容

。
分
量
、
頒
価
を
五
五
〇
〇

円
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
こ
こ
数
年
三
〇
〇
頁
を
超
え
る

大
部
な
も
の
が
続
き
、
編
集
体
制
の
見
直
し
が
課
題
で
あ
る
旨
指
摘
さ
れ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（山
中
敏
史
委
員

・
岩
本
次
郎
監
事
）

山
中
委
員
か
ら

一
九
九
九
年
度
の
決
算
報
告
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
引
き
つ

づ
き
、
岩
本
監
事
か
ら
会
計
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
監
査
報
告
が
な
さ

れ
た
。
な
お
、
昨
年
度
大
会
で
石
上
英

一
監
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
未
収
会
費
問

題
や
帳
簿
の
作
成
方
法
に
関
す
る
付
帯
意
見
に
つ
い
て
も
、
的
確
な
対
応
が
な

さ
れ
て
い
る
旨
報
告
さ
れ
た
。
次
い
で
、
山
中
委
員
か
ら
二
〇
〇

一
年
度
の
予

算
案
が
提
案
さ
れ
た
。

以
上
の
条
件
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選

会
場
に
立
候
補
を
求
め
た
後
、
岩
本
次
郎
氏
か
ら
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

た
。
総
会
終
了
後
、
会
長

。
副
会
長
互
選
の
た
め
の
委
員
会
が
開
か
れ
、
佐
藤

宗
諄
会
長
、
鎌
田
元

一
・
田
辺
征
夫
両
副
会
長
の
留
任
を
決
定
し
た
。
新
役
員

は
別
表

全
一四
一
貢
）
の
通
り
で
あ
る
。

京
奈
和
自
動
車
道
問
題
に
つ
い
て
の
要
望
書

（和
田
率
委
員
）

京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書

（案
）
が
和
田
率
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
の
の
ち
総
会
決
議
と
し
て
採
択



さ
れ
た

（≡
三
ハ
頁
会
告
参
昭
ど
。

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
寺
崎
保
広
委
員
）

敦
建
懸
泉
置
遺
跡
の
発
掘
―
漠
代
の
駅
と
木
簡
―

何
　
双
全
氏

（通
訳
　
概
山
　
明
氏
）

七
世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
飼
　
隆
氏

何
氏
の
報
告
は
、
近
年
遺
物
の
整
理
作
業
が
終
了
し
た
懸
泉
置
遺
跡
の
出
土

史
料
か
ら
漠
代
の
駅
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
、
大
飼
氏
の
報
告
は
、
七
世
紀
の

木
簡
か
ら
日
常
普
段
に
読
み
書
き
話
さ
れ
た
古
代
の
日
本
語
を
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
犬
飼
氏
の
報
告
は
、
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
三
日

（日
）
（九
時
―

一
五
時
）

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
櫛
木
謙
周
委
員
）

二
〇
〇
〇
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
信

一
郎
氏

長
岡
京
東
院
跡
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
み
き
氏

石
川
県
津
幡
町
加
茂
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
湯
川
　
韮
二

氏

山
下
氏
の
報
告
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
木
簡
が
出
土
し
た
九
三
遺
豚
の
概
要
と

木
簡
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
清
水
氏
の
報
告
は
、
長
岡
京
東
院
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
、
湯
川
氏

の
報
告
は
、
加
茂
遺
跡
の
概
要
と
膀
示
札
を
中
心
と
し
た
出
土
木
簡
の
事
例
報

告
で
あ
り
、
と
も
に
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

討
論

（司
会
　
栄
原
永
遠
男
委
員
）

午
後
に
入
り
、
両
日
の
報
告
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

履
後
に
田
辺
征
夫
副
会
長
の
挨
拶
で
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。

委
員
会
報
告

◇
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
二
日

（土
）
（
一
〇
時
三
〇
分
―

一
二
時
）

羹
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
会
務

・
編
集

。
会
計

・
京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地

下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書

（案
）、
お
よ
び
総
会

。
研
究
集
会
の

運
営
に
つ
い
て
の
原
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
上
承
認
さ
れ
た
。

◇
二
〇
〇

一
年
六
月

一
四
日

（木
）
盆

四
時
―

一
人
時
三
〇
分
）

於
奈
良
文
化
財
研
究
所

ω
会
務
に
つ
い
て
。
二
〇
〇

一
・
〇
二
年
度
の
新
体
制
を
確
認
の
後
、
鎌
田

副
会
長

・
山
中
委
員

《
【計
Ｙ

西
山
委
員

〈編
集
γ

舘
野
委
員

・
渡
辺
委
員

〈事
務
局
〉
・
鶴
見
幹
事

。
吉
川
幹
事
に
常
任
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
、
新
た
に

市
大
樹
氏

・
竹
内
亮
氏

・
吉
江
崇
氏
に
幹
事
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

会
員
の
異
動
、
幹
事
会

・
常
任
委
員
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

②
入
会
希
望
者

（四
名
）
に
関
し
て
入
会
審
査
が
な
さ
れ
た
。
③
会
計
に
つ
い

て
。
二
〇
〇
〇
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ
、
と
も
に
承
認

さ
れ
た
。
と
く
に
会
誌
の
販
売
促
進
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
い
編
集
に
つ
い

て
。
会
誌
第
二
三
号

（担
当
は
西
山
良
平
妻
員
、
馬
場
基
幹
事
）
の
編
集
経
過
が

報
告
さ
れ
た
。
働
二
〇
〇
二
年
度
開
催
予
定
の
但
馬
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
。



実
行
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と

（委
員
長
。
鎌
田
元
一
副
会
長
、
委
員
・
輔
老
拓
治

氏

〈兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
〉
。
加
賀
見
省

一
氏

（日
高
町
教
育

委
員
会
〉
・
小
寺
誠
氏

〈出
石
町
教
育
委
員
会
〉
。
今
津
勝
紀
氏

（岡
山
大
学
〉
・
舘
野
和

己
委
員
・
寺
崎
保
広
委
員
・
吉
川
真
司
委
員
。
渡
辺
晃
宏
委
員
）
が
報
告
さ
れ
、
日

程
や
研
究
報
告
な
ど
の
原
案
が
了
承
さ
れ
た
。
⑥
第
二
三
回
総
会

・
研
究
集
会

の
予
定
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
０
そ
の
他
、
京
奈
和
道
問
題
の
現
況
、

二
〇
周
年
記
念
出
版
事
業
の
編
集
経
過
と
会
員
名
簿
の
作
成
、
奈
文
研
の
独
立

行
政
法
人
化
に
伴
な
う
学
会
運
営
の
在
り
方
と
会
誌
編
集
体
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
報
告
及
び
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。

◇
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
三

一
日

（水
）
盆

四
時
―

一
六
時
三
〇
分
）

於
奈
良
文
化
財
研
究
所

ω
会
務
に
つ
い
て
。
会
員
の
異
動
及
び
、
常
任
委
員
会

・
幹
事
会
の
開
催
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。
②
入
会
希
望
者
四
名
の
審
査
が
行
な
わ
れ
、
全
員
の
入
会

が
承
認
さ
れ
た
。
①
会
計
に
つ
い
て
。
二
〇
〇

一
年
度
の
会
計
中
間
報
告
及
び

二
〇
〇
二
年
度
予
算
原
案
の
報
告
が
あ
り
審
議
を
行
な
っ
た
。
い
会
誌
第
二
三

号
の
編
集
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
⑬
第
二
三
回
総
会

。
研
究
集
会
に
つ
い
て
日

程

・
内
容
な
ど
を
決
定
し
た
。
①
但
馬
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
現
地
の
運

営
委
員
会

（委
員
長
・
大
村
敬
通
氏

〈兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務

所
》

が
組
織
さ
れ
、
準
備
を
行
な
っ
て
い
る
旨
報
告
が
あ

っ
た
。
①
二
〇
周

年
記
念
出
版
事
業
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
①

「世
界
遺
産

平
城
官
跡
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
木
簡
学
会
も
主
催

・
幹
事

団
体
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た

（同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
に
つ
い
て
は
≡
二
八
頁
会
告
参
昭
ど
。
０
そ
の
他
、
古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〓
長
登
が
去
る
九
月
に
開
催
さ
れ
、
木
簡
学
会
と
し
て
後
援
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本

塵Φ
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